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岡
崎
架
道
橋
の
上
か
ら
望
む
、青
々
と
し
た
富
士
山
。

黄
金
色
の
稲
穂
の
向
こ
う
に
、雄
大
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。

横
山
大
観
も
、雪
の
な
い
青
い
富
士
山
を
描
い
て
い
ま
す
。

平
塚
市
美
術
館
で
は
、富
士
山
の
作
品
を
集
め
た
展
覧
会
、

「
横
山
大
観
の
富
士
」
を
11
月
24
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、名
作
の
数
々
を
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

「霊峰四題の内 夏」部分
昭和29年 五島美術館

「夏之霊峰」部分
昭和16年 山梨県立美術館

「不
ふ

盡
じ

之
の

高
たか

嶺
ね

」部分 大正4年 平塚市美術館
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激
動
の
世
を
生
き
た

　
「
横
山
大
観
は
近
代
美
術
史
の

中
で
一
番
重
要
な
作
家
で
す
」と

市
美
術
館
の
草く

さ
な
ぎ薙
奈
津
子
館
長
は

説
明
し
ま
す
。

「
近
・
現
代
の
日
本
画
を
展
示
・

収
集
し
て
い
る
当
館
で
も
、『
大
観

の
展
覧
会
を
一
度
は
開
催
し
て
お

か
な
け
れ
ば
』と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
。
大
観
は
富
士
山
を

題
材
と
し
た
作
品
を
数
多
く
手
掛

け
、『
大
観
と
言
え
ば
富
士
山
』と

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
大
変
人
気
が
あ

り
ま
す
」

　

横
山
大
観
は
明
治
元
年
、
水
戸

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
22
年
、

東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
芸
術

大
学
）に
第
１
期
生
と
し
て
入
学

し
、
岡
倉
天
心
や
橋
本
雅
邦
ら
に

学
び
ま
し
た
。
同
期
生
に
は
日
本

画
家
の
下
村
観
山
ら
が
、
１
年
下

に
は
菱
田
春
草
ら
が
い
ま
す
。

　

明
治
31
年
、
天
心
と
と
も
に
日

本
美
術
院
の
創
設
に
参
加
。
日
本

画
の
近
代
化
に
尽

力
し
、
西
洋
画
の

影
響
も
受
け
な
が

ら
、
春
草
ら
と
新

た
な
画
風
の
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。

　

昭
和
12
年
に
文

化
勲
章
を
受
章
。

ま
た
昭
和
15
年
に

は
展
覧
会
を
開
催

し
、
作
品
の
売
上

金
を
陸
・
海
軍
に

献
納
す
る
な
ど
、

軍
部
と
の
関
係
も

密
接
で
し
た
。

　

明
治
・
大
正
・

昭
和
を
生
き
た
大

観
は
、
昭
和
33
年

に
89
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
生

涯
で
富
士
山
の
作
品
を
お
よ
そ
２

０
０
０
点
制
作
し
、
特
に
昭
和
12

～
19
年
の
８
年
間
だ
け
で
も
、
524

点
の
作
品
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

時
代
を
写
す
鏡

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
初
期
か

ら
晩
年
ま
で
の
作
品
を
時
系
列
に

並
べ
て
い
ま
す
。「
作
品
は
世
相
を

反
映
し
て
い
ま
す
し
、
大
観
の
た

ど
っ
て
き
た
道
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
作
風
の
変
化
に
注
目

す
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
草
薙
館
長
。
明
治

の
作
品
は
、
輪
郭
線
な
ど
が
ぼ
ん

や
り
し
て
い
ま
す
。
没
線
描
法

（
朦も

う
ろ
う
た
い

朧
体
）を
研
究
し
、
写
実
的
に

描
く
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

空
間
を
表
現
す
る
こ
と
に
苦
心
し

て
い
ま
す
。

　
「
線
描
を
大
胆
に
抑
え
た
朦
朧

体
に
つ
い
て
、
当
時
は
否
定
的
な

意
見
が
中
心
で
し
た
が
、
日
本
画

に
近
代
化
と
革
新
を
も
た
ら
し
た

美
術
運
動
と
し
て
、
現
在
で
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」と
草
薙

館
長
は
説
明
し
ま
す
。

　

大
正
に
な
る
と
明
治
の
反
動
か

ら
、「
群
青
富
士
」の
よ
う
に
、
色

使
い
が
明
る
く
は
っ
き
り
し
て
、

装
飾
的
な
作
風
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
が
戦
争
に
向
か
う
と
、
国

威
発
揚
の
た
め
、「
日
出
処
之
日

本
」の
よ
う
に
、
富
士
山
と
一
緒

に
太
陽
や
サ
ク
ラ
を
描
い
た
り
、

富
士
山
に
後
光
が
差
し
た
り
す
る

な
ど
、
象
徴
的
に
描
い
た
作
品
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
富
士
山
を

神
々
し
く
描
き
、
日
本
人
の
理
想

や
感
情
が
表
れ
た
作
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

戦
後
の
代
表
作
に「
或
る
日
の

太
平
洋
」が
あ
り
ま
す
。
波
の
形

状
や
色
彩
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が

ら
何
点
も
描
い
て
い
ま
す
。
荒
々

し
い
波
が
戦
後
日
本
の
世
相
を
反

映
し
て
い
て
も
、
波
間
に
昇
り
竜

を
描
く
こ
と
で
、
敗
戦
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
大
観
の
強
い
希

望
が
見
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

喜
ば
れ
る
企
画
を

　

市
美
術
館
も
大
観
の
富
士
山
の

作
品
を
１
点
所
蔵
し
て
い
ま
す

（
１
面
参
照
）。「
大
正
４
年
に
描
か

れ
た
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
作
品

で
す
。
こ
の
作
品
も
ぜ
ひ
見
て
い

た
だ
き
た
い
」と
草
薙
館
長
は
話

し
ま
す
。

　
「
公
立
美
術
館
は
、
地
域
の
方

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画

を
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と

強
調
し
ま
す
。
人
気
作
家
の
場
合

に
は
、周
到
な
準
備
が
必
要
で
す
。

「
今
回
は
３
年
く
ら
い
前
か
ら
企

画
を
進
め
、
初
期
か
ら
最
晩
年
ま

で
の
良
い
作
品
を
揃
え
ま
し
た
」

と
草
薙
館
長
は
力
を
込
め
ま
す
。

「
富
士
山
は
市
内
か
ら
も
よ
く
見

え
る
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
し
、
写
真
愛
好
家
の

方
も
素
晴
ら
し
い
写
真
を
た
く
さ

ん
お
持
ち
で
す
。
そ
の
富
士
山
を

テ
ー
マ
に
、
有
名
な
横
山
大
観
の

作
品
を
集
め
た
展
覧
会
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会「
大
観
先
生
の
こ
と
」　

大

観
の
孫
弟
子
で
、
日
本
画
家
の
松

尾
敏
男
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。
10

月
19
日（
日
）午
後
２
時
～
３
時
30

分
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
。
150

人（
当
日
先
着
順
）。

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク　

10
月
18
日（
土
）、
11
月
15
日

（
土
）、
各
回
午
後
２
時
～
２
時

「
群
青
富
士
」　
大
正
６
〜
７
年

静
岡
県
立
美
術
館

　

日
本
画
の
近
代
化
に
多
大
な
功
績
を
残
す
と
と
も
に
、
数
多
く
の
富
士
山
を
描
い
た
横
山

大
観
。
今
回
は
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品
な
ど
、
約
60
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
か
ら
撮
影
し
た
富
士
山
の
写
真
展
も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

問　

美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１

「日出処之日本」　昭和１５年　静岡県立美術館

「
或あ

る
日
の
太
平
洋
」　
昭
和
27
年
　
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
院

　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
、

暗
が
り
に
浮
か
び
上
が
る
大

観
の
掛
け
軸
。美
術
館
内
の

ス
タ
ジ
オ
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音

が
響
き
ま
す
。同
館
の
江
口

恒
明
学
芸
員
が
、作
品
を
運

搬
用
の
段
ボ
ー
ル
か
ら
出
す

開
梱
作
業
や
撮
影
を
見
守

り
ま
す
。

　

展
覧
会
で
販
売
す
る
図

録
の
た
め
、フ
ィ
ル
ム
や
デ
ー

タ
が
な
い
作
品
を
撮
影
し
ま

す（
左
写
真
）。こ
の
日
は

「
秋
色
武
蔵
国
」な
ど
、７
点

の
作
品
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、東

は
茨
城
県
か
ら
西
は
広
島

県
ま
で
、40
カ
所
か
ら
作
品

を
借
り
て
い
ま
す
。学
芸
員

が
出
向
き
、絵
や
額
に
傷
な

ど
が
無
い
か
を
確
認
し
、委

託
を
受
け
た
美
術
品
専
用

の
運
送
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
が

取
り
扱
い
ま
す
。

　
「
相
手
先
が
多
い
の
で
、日

程
調
整
が
大
変
で
し
た
ね
。

日
程
が
決
ま
っ
て
い
く
中
で

も
、急
な
変
更
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。人
気
作
家
の
作
品

を
扱
う
の
で
、展
覧
会
の
準

備
の
中
で
も
、作
品
の
集
荷

は
特
に
気
を
使
う
仕
事
の
一

つ
で
し
た
」と
江
口
学
芸
員

は
振
り
返
り
ま
す
。

展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
を
語
る

市
美
術
館
の
草
薙
館
長

↓

１
枚
ず
つ
丁
寧
に
撮
影
し
ま
す

展
覧
会
の
裏
側
で
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　11月24日（休）まで、美術館1階ロビー
では、写真展「平塚から見える富士山」
を開催しています。一般の方が市内か
ら撮影した富士山の写真、約130点を
展示します。
　写真サークル「紅ふじ会」を主宰し、
毎日のように富士山を追っている藤岡
正さん（下写真）に富士山の魅力を聞き
ました。

　富士山は日本の象徴ですし、季節や
天気によって見え方が絶えず変化して
います。これまでに富士山の写真を10
万枚以上撮影してきましたが、シャッ
ターチャンスを逃すと二度と同じ写真
は撮れません。
　撮影が無駄足にならないように、天

気予報を必ずチェックし、現場でも常
に雲の動きを見ながら撮影します。そ
れでも納得がいかなければ、1枚も撮
らずに帰ることもあります。
　撮影では、丹沢方面へ行くことが多
いですが、自宅近くの岡崎で撮ること
もあります。障害物がなく、富士山の
稜
りようせん
線がきれいに見えますよ。また花

か な
菜

ガーデンの近くで、サクラと一緒に
撮った写真も気に入っています。
　今年の夏は、登山客のライトが富士
山頂から下に連なる様子を市内から撮
りたくて、一晩中カメラを構えていま
した。富士山の登山シーズンは1年の
うち2カ月しかなくて、登山客の多い
週末を狙うとなるとチャンスがほとん
どありません。天候に恵まれず、もう
ダメかと思いましたが、８月23日に何
とか撮影できました。でも今回は、満
足する作品ではなかったので、来年も
チャレンジします。
　撮影が思うようにいかず、何度も心
が折れそうになったことはあります。
どうしてこんなに苦労してまで撮影を
するんだと思う方もいるかもしれませ
ん。でも、絶景が撮れた時の達成感や
感動は何にも代えられないですね。
　これからも撮影を続け、誰も撮った
ことがないような富士山の写真を狙い
たいです。

富士山を
追って

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

　

市
内
に
は
、
富
士
山
の
眺
望
が
良
い
場
所
を
国
が

選
ん
だ「
関
東
の
富
士
見
百
景
」が
あ
り
ま
す
。

　

233
地
点
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
は
①
金

目
川
と
観
音
堂
②
ひ
ら
つ
か
花
ア
グ
リ
③
湘
南
銀

河
大
橋
④
馬
入
大
橋
周
辺（
湘
南
潮い

た
こ来
）⑤
平
塚
海

岸
⑥
湘
南
平
⑦
七
国
峠
・
遠
藤
原
の
７
カ
所
が
あ

り
ま
す（
左
地
図
）。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
富
士
山
の
眺
め
が
良
い
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
富
士
山
ス

ポ
ッ
ト
を
探
し
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

探
し
て
み
よ
う
！

展
覧
会「
横
山
大
観
の
富
士
」

　

11
月
24
日（
休
）ま
で
。
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時（
入
場
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）。
月
曜
休
館
。

た
だ
し
11
月
3
日
・
24
日
は
開
館

し
、
4
日（
火
）が
休
館
。
一
般
900

円
、
高
校
生
・
大
学
生
500
円
。
中

学
生
以
下
と
毎
週
土
曜
日
の
高
校

生
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

は
無
料
。
各
種
障
が
い
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
方
と
そ
の
付
き
添

い
の
方
１
人
は
無
料
。

「
現
代
日
本
画
の
巨
匠

　
　
　
　
　
松
尾
敏
男
展
」

　

初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
代
表

作
、
30
点
を
展
示
し
ま
す
。
11
月

30
日（
日
）ま
で
。
一
般
200
円
、
高

校
生
・
大
学
生
100
円
。

昭和30年ごろの大観

市役所本館８階

北豊田でのダイヤモンド富士

岡崎の鈴川土手

トラスコ湘南大橋での朝焼け

遠藤原

東豊田

40
分
。
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

鑑
賞
＆
ト
ー
ク「
富
士
山
の
前
で

あ
な
た
も
学
芸
員
」　

作
品
を
鑑

賞
後
、
学
芸
員
の
気
分
に
な
っ
て

作
品
を
解
説
し
ま
す
。
11
月
20
日

ま
で
の
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

～
２
時
。
各
日
10
人（
先
着
順
）。

観
覧
券
が
必
要
で
す
。

３
館
コ
ラ
ボ
事
業

　

美
術
館
の
展
覧
会
に
合
わ
せ
、

博
物
館
と
中
央
図
書
館
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

企
画
展「
富
士
山
と
宇
宙
」

　

天
体
の
運
行
と
富
士
山
が
織
り

な
す
自
然
の
美
や
天
体
観
測
地
と

し
て
の
富
士
山
、
太
陽
系
の
火
山

と
し
て
の
富
士
山
の
姿
を
紹
介
し

ま
す
。
11
月
30
日（
日
）ま
で
。
博

物
館
２
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
。

問
　
博
物
館
☎
33
―
５
１
１
１

も
っ
と
知
り
た
い
！　

世
界
遺

産
・
富
士
山

　

パ
ネ
ル
展
示
、関
連
本
の
展
示
・

↓

貸
し
出
し
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

10
月
30
日（
木
）ま
で
。
中
央
図
書

館
１
階
こ
ど
も
室
、２
階
貸
出
室
、

３
階
参
考
室
。

問
　中
央
図
書
館
☎
31
―
０
４
１
５

同
時
開
催

富
士
山
ス
ポ
ッ
ト
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30
分
。高
校
生
以
上
の
方
20
人（
抽

選
）。
２
０
０
０
円
。

募　

講
座
名
・
実
施
日
時（
３
日

と
も
）・
必
要
事
項
・
年
齢
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、

10
月
30
日（
木
）ま
で
に
、
〒
254
―

0073
西
八
幡
１
―
３
―
３
美
術
館
☎

35
―
２
１
１
１

35
―
２
７
４
１

art-m
use@

へ
。
メ
ー
ル
は
件

名
を「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
応
募
」に
。

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
魅
力

発
信
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

　

経
営
者
ら
か
ら
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
魅
力
な
ど
を
学
び

ま
す
。

　

①
11
月
10
日（
月
）午
後
5
時
～

6
時
30
分
②
18
日（
火
）午
前
11
時

～
午
後
０
時
30
分
。
①
は
東
海
大

学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス（
北
金
目
4
―

1
―
1
）②
は
神
奈
川
大
学
湘
南
ひ

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　10月20日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

募
　
集

応
募
方
法
の

詳
細
は
下
段

平
成
27
年
度
税
務
納
税
通
知

書
の
送
付
用
封
筒
へ
の
広
告

　

１
枠
、
縦
40
㍉
㍍
×
横
90
㍉
㍍

で
７
万
円
。
４
枠（
選
考
）。
発
行

予
定
部
数
は
19
万
３
０
０
０
部
で

す
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募　

11
月
14
日（
金
）ま
で
に
、
納

税
課
☎
21
―
８
７
６
９
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
協
議

会
の
市
民
委
員

　

４
人（
選
考
）。
平
成
27
年
１
月

１
日
か
ら
２
年
間
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
①

市
国
民
健
康
保
険
に
引
き
続
き
１

年
以
上
加
入
②
平
成
27
年
１
月
１

日
現
在
で
20
歳
以
上
、
平
成
28
年

12
月
31
日
現
在
で
74
歳
以
下
③
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
④
ほ
か
の
付
属
機
関
の
委
員
で

な
い
⑤
出
席
ま
た
は
議
事
進
行
で

介
助
が
必
要
な
場
合
、
自
ら
用
意

が
で
き
る
。

募　

本
館
１
階
の
保
険
年
金
課
☎

21
―
８
７
７
６
や
市
ウ
ェ
ブ
に
あ

る
申
込
書
に
応
募
動
機（
800
字
程

度
）を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直

接
、
11
月
17
日（
月
）ま
で
に
、
同

課
へ
。

市
民
・
大
学
ス
ポ
ー
ツ
交
流

フ
ェ
ス
タ

　

Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ス
タ
ジ

ア
ム
平
塚
。
小
雨
決
行
。

①
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室　

11
月

16
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
。
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
100
人（
先
着
順
）。
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
・
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

②
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会（
右
下
写

真
）　

11
月
24
日（
休
）午
前
８
時

か
ら
受
け
付
け
。
小
学
校
５
年
生

以
上
の
方（
小
・
中
学
生
は
市
内

在
住
・
在
学
の
方
）。

募　

①
は
必
要
事
項
・
学
校
名
・

学
年
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
②
は
大
原
１
―
１
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
31
―
３
０
６
０

31
―
９
６

４
０

sports@

な
ど
に
あ
る
申

込
書
を
、
直
接
、
10
月
24
日（
金
）

～
31
日（
金
）に
、
同
課
へ
。

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

11
月
21
日（
金
）午
前
10
時
～
正

午
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
女
性

30
人（
抽
選
）。
未
就
学
児
の
保
育

も
あ
り
ま
す（
８
人
ま
で
）。

募　

必
要
事
項
・
保
育
の
有
無（
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
も
）を
、

電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
11
月
10
日（
月
）ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
21
―

９
８
６
１

21
―
９
７
３
６

d
anjo@

へ
。

年
末
慰
問
金
な
ど
を
支
給
し

ま
す

　

市
内
在
住
の
方
。
②
③
は
父
母

が
再
婚
し
た
場
合
や
養
子
縁
組
が

あ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

①
年
末
慰
問
金　

生
計
が
困
難
な

世
帯
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い
、
ま
た
は
在
宅
重
度
の
身
体
・

知
的
・
精
神
障
が
い
児
者
②
一
般

遺
児
激
励
金　

平
成
８
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
親
と
病
気
な

ど
で
死
別
し
た
児
童
③
交
通
遺
児

見
舞
金　

平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
親
と
交
通
事
故
で

死
別
し
た
遺
児
が
い
る
世
帯
。

募　

①
②
は
10
月
31
日（
金
）ま
で

に
③
は
発
生
時
に
、
各
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
へ
。詳
し
く
は
、

福
祉
会
館
☎
33
―
２
３
３
３
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
囲
碁
大
会

　

12
月
14
日（
日
）午
前
９
時
45
分

開
会
。
勤
労
会
館
。
平
塚
市
・
大

磯
町
・
二
宮
町
に
在
住
・
在
学
の

中
学
生
以
下
の
方
。１
０
０
０
円
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
・
学
校
名
・

学
年
・
段
級
位（
子
ど
も
囲
碁
教

室
へ
通
っ
て
い
る
方
は
教
室
名

も
）を
、
は
が
き
で
、
11
月
21
日

（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―
0045
見
附
町

15
―
１
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事

業
課
☎
32
―
２
２
３
７
へ
。

キ
ッ
ズ
サ
イ
ク
ル
ス
ク
ー
ル

　

11
月
８
日（
土
）、
コ
ー
ス
1
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
・
コ
ー

ス
2
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
。
雨
天
中
止
。
馬
入
ふ
れ
あ
い

公
園
内
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
前
。

身
長
100
㌢
以
上
の
４
歳
～
小
学
校

３
年
生
、
各
20
人（
抽
選
）。
保
護

者
同
伴
。
500
円
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
・
教
室
名
・

コ
ー
ス
を
、
は
が
き
で
、
10
月
29

日（
水
）ま
で
に
、
〒
254
―
0074
大
原

１
―
１
ま
ち
づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー

ツ
事
業
課
☎
35
―
０
１
０
２
へ
。

同
財
団
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。

ひ
ら
つ
か
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ア

　

外
国
の
民
芸
品
や
民
族
音
楽
な

ど
を
披
露
し
ま
す
。

　

10
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分
。荒
天
中
止
。紅
谷
町

ま
ち
か
ど
広
場（
紅
谷
町
12
―
21
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

開
催
当
日
に
交

流
を
楽
し
み
な
が
ら
運
営
を
手
伝

い
ま
す
。
20
人（
先
着
順
）。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
を
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
10
月
17

日（
金
）午
前
９
時
か
ら
、
文
化
・

交
流
課
☎
25
―
２
５
２
０

24
―

３
６
６
６

koryu@

へ
。

美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
掛

け
軸
作
り
入
門

　

11
月
15
日
～
29
日
の
土
曜
日
、

全
３
回
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス（
土
屋
２
９
４

６
）。
大
学
生
、ま
た
は
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
の
方
。

募　

必
要
事
項
・
希
望
会
場
を
、

メ
ー
ル
で
、
ま
た
は
公
民
館
な
ど

に
あ
る
申
込
書
を
、フ
ァ
ク
ス
で
、

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

21
―
９
７
５
９

sangyo-s@

へ
。

女
性
の
た
め
の
タ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
講
座

　

時
間
を
有
効
に
使
う
方
法
を
学

び
ま
す
。

　

11
月
23
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
女
性

30
人（
抽
選
）。
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
の
保
育
も
あ
り
ま
す（
８
人

ま
で
）。

募　

必
要
事
項
・
保
育
の
有
無（
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
も
）を
、

電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
11
月
14
日（
金
）午
後
5

　実施時期は未定です。事業の進み具合によっては
年度内に実施しない場合もあります。案件の詳しい
内容は、各担当課にお問い合わせください。

問　企画政策課☎21―8７60

パブリックコメント実施予定
平成26年度下半期

↓

案　件 担　当　課
ひらつか協働経営プラン2015（素案） 企画政策課

市産業振興計画の改訂（素案）

産業振興課（仮称）工場立地法第4条の2第2項の
規定に基づく準則を定める条例
（案）
市高齢者福祉計画（介護保険事業
計画［第6期]）（素案）

高齢福祉課
介護保険課

（仮称）市指定介護予防支援等の事
業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の骨子（案） 高齢福祉課

（仮称）市地域包括支援センターの
人員及び運営に関する基準を定め
る条例の骨子（案）

市障がい者福祉計画（第3期）（素案） 障がい福祉課

市子ども・子育て支援事業計画
（素案） 保育課

（仮称）市健康増進計画（第2期）
（素案）

健康課
（仮称）第2次市食育推進計画（素
案）

市一般廃棄物処理基本計画の一
部改訂（素案） 循環型社会推進課

平塚・大磯・二宮ブロックごみ処
理広域化実施計画の改訂（素案） 環境施設課

市自転車利用環境推進計画（素案） 交通政策課

市子ども読書活動推進計画（第3
次）（素案） 中央図書館

市いじめ防止基本方針（素案） 教育指導課
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時
ま
で
に
、
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
☎
21
―
９
８
６
１

21
―

９
７
３
６

danjo@

へ
。

市
民
大
学
講
座
　
日
本
幻
想

文
学
の
系
譜

　

明
治
の
夏
目
漱
石
か
ら
現
代
の

村
上
春
樹
ら
７
人
の
作
家
の
幻
想

性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
取
り
上
げ
、

そ
の
世
界
観
を
考
察
し
ま
す
。

　

12
月
５
日
～
平
成
27
年
３
月
13

日
の
金
曜
日
、
全
７
回
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
。
中
央
公
民
館
。

高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
の
方
40

人（
抽
選
・
市
内
在
住
の
方
と
初

め
て
の
方
を
優
先
）。
300
円
。

募　

講
座
名
・
必
要
事
項
を
、は
が

き
ま
た
は
直
接
、
11
月
13
日（
木
）

ま
で
に
、
〒
254
―
0047
追
分
１
―
20

中
央
公
民
館
☎
34
―
２
１
１
１
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
　
子
ど
も
英
語

教
室

　

歌
や
工
作
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
英
語
を
学
び
ま
す
。

　

11
月
22
日
～
12
月
20
日
の
土
曜

日
、
全
４
回
、
午
後
１
時
30
分
～

２
時
45
分
。
青
少
年
会
館
。
市
内

在
住
の
小
学
校
３
～
４
年
生
20
人

（
抽
選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。

筆
記
用
具
・
は
さ
み
・
色
鉛
筆
な

ど（
12
月
13
日
だ
け
絵
の
具
）。

募　

必
要
事
項（
氏
名
の
ロ
ー
マ

↓

字
表
記
も
）・
学
年
・
教
室
名
・

参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

11
月
７
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―

0041
浅
間
町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32

―
７
０
２
９

31
―
１
４
４
１

seishonen@

へ
。

若
年
者
向
け
面
接
対
策
セ
ミ

ナ
ー

　

11
月
14
日（
金
）午
前
９
時
～
午

後
４
時
。
勤
労
会
館
。
市
内
ま
た

は
近
隣
市
町
村
に
在
住
で
、
高
校

生
を
除
く
18
～
39
歳
の
求
職
者
30

人（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
10
月
17
日（
金
）午

前
8
時
30
分
か
ら
、
産
業
振
興
課

☎
21
―
９
７
５
８
へ
。

馬
入
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

①
幼
児
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
②

小
学
生
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
③
飛

行
機
教
室
④
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
教
室
⑤
健
康
づ
く
り
教
室
⑥
ラ

ン
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
。
先
着
順
。

　

11
月
15
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
各

施
設
。
屋
外
施
設
は
雨
天
中
止
。

室
内
用
運
動
靴
な
ど
。

募　

必
要
事
項
・
学
年
ま
た
は
年

齢（
①
②
は
保
護
者
名
も
）を
、
電

話
・
メ
ー
ル
で
、
10
月
20
日（
月
）

午
後
１
時
か
ら
、ひ
ら
つ
か
サ
ン
・

ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
☎
25
―
０
０
１

１

banyuu-soccer-ground@
m
f.scn-net.ne.jp

へ
。
メ
ー
ル
は

件
名
を
教
室
名
に
。

カ
タ
ロ
グ
撮
影
の
商
品
ス
タ

イ
リ
ン
グ
講
座

　

商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
の

撮
影
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

11
月
11
日（
火
）午
後
６
時
30
分

～
９
時
。
勤
労
会
館
。
市
内
で
商

業
に
従
事
し
て
い
る
商
店
経
営
者

ら
16
人（
抽
選
）。
１
０
０
０
円
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
販
売
す
る
商

品
な
ど
２
点
。

募　

氏
名
・
電
話
番
号
・
商
店
名

を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
10
月

29
日（
水
）ま
で
に
、
商
業
観
光
課

☎
35
―
８
１
０
７

35
―
８
１
２

５
へ
。

就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

11
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）、

全
２
回
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
。
勤
労
会
館
。
市
内
ま
た
は

近
隣
市
町
村
に
在
住
で
、
就
労
を

希
望
す
る
15
～
39
歳
の
方
15
人

（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

食
品
添
加
物
の
基
礎
知
識
と

食
の
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み

　

食
品
添
加
物
の
正
確
な
情
報
の

提
供
や
企
業
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

　

11
月
22
日（
土
）午
前
９
時
45
分

～
正
午
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

50
人（
抽
選
）。
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
の
保
育
も
あ
り
ま
す（
４
人

ま
で
）。

募　

必
要
事
項
・
講
座
名
を
、
電

話
・
メ
ー
ル
で
、
11
月
10
日（
月
）

ま
で
に
、
市
民
情
報
・
相
談
課
☎

20
―
５
７
７
５

jousou@

へ
。

生
き
が
い
事
業
団
寺
子
屋

　

生
き
が
い
事
業
団
。２
０
０
０
円
。

①
洋
裁
教
室
ケ
ー
プ
作
り　

11
月

11
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
正

午
。
10
人（
先
着
順
）。

②
秋
の
ス
ケ
ッ
チ
教
室　

11
月
25

日（
火
）・
28
日（
金
）、
全
２
回
、

午
前
10
時
～
正
午
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
を
、
往
復

は
が
き
で
、
〒
254
―
0073
西
八
幡
１

―
３
―
２
―
２
生
き
が
い
事
業
団

☎
33
―
２
３
３
５
へ
。

バ
ラ
の
景
観
づ
く
り
講
座

　

11
月
16
日（
日
）午
後
２
時
～
４

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
80
人

（
先
着
順
）。

募　

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
☎
21
―
７
５
１
７

22
―
３
７
０
１

hira-sc@
m
b.s

cn-net.ne.jp
へ
。

映
画
上
映
会『
か
み
さ
ま
と

の
や
く
そ
く
』

　

映
画
を
通
し
て
、
家
庭
内
の
教

育
を
学
び
ま
す
。

　

11
月
３
日（
祝
）①
午
前
10
時
～

正
午
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
各
50

人（
先
着
順
）。
700
円（
当
日
申
し

込
み
の
場
合
は
１
０
０
０
円
）。

募　

電
話
で
、
湘
南
家
庭
教
育
研

究
会
☎
23
―
８
９
１
２
へ
。

神
奈
川
の
女
性
史
に
学
ぶ
明

治
・
大
正
期

　

10
月
26
日
・
11
月
９
日
の
日
曜

日
、
全
２
回
、
午
後
１
時
30
分
～

４
時
。
ど
ち
ら
か
１
回
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。
80
人（
先
着
順
）。
各

回
500
円
。

募　

電
話
で
、
平
塚
人
物
史
研
究

会
☎
71
―
６
４
７
１
へ
。

家
事
家
計
講
習
会

　

11
月
13
日（
木
）午
前
10
時
～
正

午
。
中
央
公
民
館
。
120
人（
先
着

順
）。
300
円
。

募　

電
話
で
、
10
月
20
日（
月
）午

前
10
時
か
ら
、
平
塚
友
の
会
☎
59

―
１
９
９
７
へ
。

ロ
ー
ズ
婚
活

　

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

中
の
花か

菜な

ガ
ー
デ
ン（
寺
田
縄
496

―
１
）で
、
散
策
な
ど
を
し
ま
す
。

　

11
月
９
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分
。
花
菜
ガ
ー
デ
ン
。

独
身
の
男
女
、各
15
人（
先
着
順
）。

男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
４
０
０

０
円
。

募　

湘
南
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
☎
68
―
４
０
０
２
の
ウ
ェ
ブ
か

ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

広告

帰宅困難者の訓練に
参加しませんか

　11月13日（木）午前10時～正午。Ｊ
Ｒ平塚駅構内から駅前の一時滞在施
設。市内在住・在勤の方100人（先着順）。
募　必要事項を、電話・はがき・ファ
クス・メールまたは直接、本館3階
の災害対策課☎21―９７3４ 21―1５2５
saigai@へ。

帰宅困難者の訓練に
参加しませんか

　伝統芸能の人形浄瑠璃を1人
で操る方法を学びます。
　12月2日～平成2７年3月1７日の
火曜日、全12回、午後６時30分
～８時30分。市民センター。中学
生以上の方20人（先着順）。一般
６,000円・高校
生以下3,000
円。筆記用
具など。
募　電話で、
1 0月 1 ７日
（金）から、
まちづくり
財団文化事
業課☎32―223７へ。

一
人
遣
い
人
形
浄
瑠
璃
の
演
舞

人形浄瑠璃を
操 ろ う


